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血中力 テ コ ラ ミン及び R − R 間隔 ・ 収縮期血圧 ・

皮膚血流量に対する桂皮煎液の影響
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【目的】桂皮は，薬徴に 「主治衝逆也．旁治奔豚．頭痛．発熱．悪風汗出身痛．」 とあ る よ うに ，

気の 上衝に対 して頻用され る生薬で あ る 。 そ の 成分 の 薬理作用に つ い て は数多 くの 動物実験が な さ

れ ，報告さ れ て い る 。 カ テ コ ラ ミ ン に対する作用 に つ い て も動物を用 い た報告がなされて い るが，

ヒ トに おけるもの は 見当た らな い
。 そ こ で今回我々 は ， 桂皮煎液投与と血中カ テ コ ラ ミ ン の変化，

R −− R 間隔や血圧，皮膚血流量な ど の 生理学的パ ラ メ ータ と の 関連性に つ い て 検討 した 。

【対象 お よ び 方法】対象 ： 健常男性 6 名 （23〜26歳） を対象と し た
。

方法 ：各被験者に っ い て，微温湯 （37℃，100ml）およ び桂皮煎液 （桂皮4．Og， 100mlの 煎液）服

薬前後で ，以 ドの 方法で 血中カ テ コ ラ ミ ン と各種生理学的パ ラ メ
ータを測定 した。血中カ テ コ ラ ミ

ン 測定に は HPLc を用 い，ノ ル エ ピネ フ リン （NE） とエ ピ ネ フ リ ン （Epi） を同時測定 した 。 皮

膚血流量 は レ
ー

ザ
ー

ドッ プ ラー血流計を用い て右手第 2 指掌側指尖中央部に お い て測定 し，「肛圧は

右前腕撓骨動脈に お い て トノ メ ト リ
ー法 に よ り，R − R 間隔 は心拍監視装置 に よ り測定 した。得 ら

れた デ
ー

タは コ ン ピ ュ
ー

タに より解析し，

一
心拍毎の 平均皮膚「缸流量 （SBF ），

　 R − R 間隔 （RR ），

収縮期血圧 （BPs）を算出した 。 服用前，服用後30分，60分，90分 に お い て， こ れ らパ ラ メ
ー

タを

経時的 に 測定 し，統計学的解析 に は分散分析を用い て 評価した 。

【結果】桂皮煎液投与 に よ り，NE は30分後 に 増加 し，そ の 後は前値に復し た 。
　 Epi は 60〜9D分 後

に増加が み られ た 。 生理学的パ ラ メ
ータ の RR ・BPs は，服薬後30分に 増加し，60〜90分で は前値

と同様で ，NE の 変動と近 い 変化で あ っ た 。

一方で，　 SBF は服用後30分で 減少 し，60〜90分で は 前

値に復した 。 また， これ らの 変化は微温湯服用で は み られず， 分散分析に お い て有意な差が認め ら

れ た 。

【考察】桂皮煎液服用 に よ り，NE ・RR ・BPs ・SBF は同様 に 服用30分後に 変化が み られ ， そ の

後 は 前値 に 復 した。NE は 血管収縮作用，心拍増加作用を示す こ とか ら，本研究 で 観察され たRR ・

BPs の 増加，　 SBF の 減少は桂皮服用に よ り増加 し た NE に 起因する もの で は な い か と考え られ た。

また，桂皮煎液服用60分以降に 見られた Epi の 増加は，桂皮成分 の 直接作用か他 の ス ト レ ス 要因

に よるか は不明で あ る が，副腎を介 した反応 と考え られ る 。 今回の 結果は，桂皮の気に対する作用

機序に対し，一
っ の側面を提供する もの と考え る 。
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